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  （百万円未満切捨て）
１．平成29年３月期第１四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第１四半期 1,824 44.4 744 31.7 717 35.0 554 70.0 

28年３月期第１四半期 1,263 － 565 － 531 － 326 － 
 
（注）包括利益 29年３月期第１四半期 544 百万円 （65.2％）   28年３月期第１四半期 329 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第１四半期 40.97 38.12 

28年３月期第１四半期 28.93 － 

（注）１．平成28年３月期第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成28年３月期第１四半期の対前年同四半期

増減率は記載しておりません。 
２．平成28年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場で

あったため、期中平均株価が把握できず記載しておりません。 
３．当社は平成27年10月30日付で普通株式１株及びA種優先株式１株につき100株の株式分割を行っておりますが、平成28年３月期の期首

に当該株式分割が行われたものと仮定して１株当たり当期純利益を算定しております。なお、１株当たり当期純利益の算定上、A種優

先株式は剰余金の配当請求権について普通株式と同等の権利を有しているため、普通株式と同等の株式としております。 
  
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

29年３月期第１四半期 9,127 7,882 85.9 

28年３月期 9,136 7,302 79.9 
 
（参考）自己資本 29年３月期第１四半期 7,842 百万円   28年３月期 7,297 百万円 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
28年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 
29年３月期 －         
29年３月期（予想）   0.00 － 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 
 
３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 
7,000 

～10,000 
17.6 

～67.9 
2,000 

～4,000 
△6.8 

～86.3 
2,000 

～4,000 
1.3 

～102.6 
1,400 

～2,800 
25.8 

～151.7 
103.46 

～206.92 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

平成29年３月期の連結業績予想については、レンジ形式により開示しております。詳細は、〔添付資料〕２ページ「１．当四半期決算に関する

定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、〔添付資料〕３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計
上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期１Ｑ 13,531,700 株 28年３月期 13,531,700 株 

②  期末自己株式数 29年３月期１Ｑ － 株 28年３月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期１Ｑ 13,531,700 株 28年３月期１Ｑ 11,272,600 株 

（注）１．当社は平成27年10月30日付で普通株式１株及びA種優先株式１株につき100株の株式分割を行っておりますが、平成28年３月期

の期首に当該株式分割が行われたものと仮定して期中平均株式数を算定しております。なお、A種優先株式は剰余金の配当請

求権について普通株式と同等の権利を有しているため、A種優先株式を普通株式と同等の株式として含めております。 

２．当社は平成27年11月12日付をもって、株主の請求に基づきA種優先株式の全て（818,100株）を取得し、対価として普通株式

818,100株を交付しております。なお、当社が取得したA種優先株式については平成27年11月30日開催の取締役会決議に基づき

同日付をもって全て消却しております。 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期連結財務諸表に対するレビュー手続が実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料における予測値及び将来の見通しに関する記述・言明は、当社が現在入手可能な情報による判断及び仮定に

基づいております。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により、実際に生じる結果が

予測内容とは実質的に異なる可能性があり、当社は将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証す

るものではありません。 

（決算補足説明資料の入手方法） 

 当社の決算補足説明資料は決算発表後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益の伸び悩みや個人消費の低迷などに加えて、中国経

済の動向や英国のEU離脱問題をはじめとした海外景気の先行きに対する懸念が高まるなど、先行き不透明な状況に

あります。

 当社グループが属するソーシャルゲーム業界を取り巻く環境については、高速データ通信に対応した携帯電話の

契約数が、平成27年９月末時点において１億2,723万件となるとともに、スマートフォン及びタブレット端末によ

るインターネット利用が急増しております。中でも、スマートフォンが順調に普及し契約数が7,237万件となり、

端末契約数に占める割合は56.9%となりました。（出典：株式会社MM総研「スマートフォン・MVNOの月額利用料と

サービス利用実態（2015年12月）」） 

 このような環境の中、当社グループは、既存タイトルの拡大と新規タイトルの投入に注力してまいりました。当

第１四半期連結累計期間においても継続して、ネイティブアプリの開発及び運用に経営資源を集中しており、平成

25年７月に「シンデレライレブン」、平成25年11月に「サウザンドメモリーズ」、平成26年３月に株式会社バンダ 

イナムコスタジオとの共同開発案件である「テイルズ オブ リンク」（株式会社バンダイナムコエンターテインメ 

ント提供）、平成27年１月に株式会社バンダイナムコエンターテインメントとの協業タイトルである「ドラゴンボ 

ールZ ドッカンバトル」をリリース後、順調にユーザー数が増加しております。特に「サウザンドメモリーズ」に

関しては、幅広い年齢層からの支持を受け、平成28年６月末時点で累計950万ダウンロードを超える人気アプリへ

と成長しました。また、「テイルズ オブ リンク」については、国内外累計200万ダウンロード、「ドラゴンボー

ルZドッカンバトル」については、国内外累計で7,777万ダウンロードに達しております。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高1,824,557千円（前年同期比44.4％増）、営業利益

744,581千円（同31.7％増）、経常利益717,968千円（同35.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益554,336

千円（同70.0％増)となっています。

 なお、当社グループは、全セグメントに占める「ソーシャルゲーム事業」の割合が高く、開示情報としての重要

性が乏しいことから、セグメントごとの記載を省略しております。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べて8,916千円減少し9,127,428千

円となりました。主な要因として、現金預金の減少102,234千円、売掛金の減少359,096千円、その他流動資産の減

少86,223千円、新規のゲーム開発によるソフトウェアの増加84,363千円、株式会社そとあそびの子会社化に伴うの

れんの増加213,281千円、投資その他の資産の増加237,193千円によるものであります。

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末の負債につきましては、前連結会計年度末に比べて589,647千円減少し、1,244,495

千円となりました。主な要因として、未払法人税等の減少315,232千円、その他流動負債の減少207,603千円による

ものであります。

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて580,731千円増加し7,882,932千円となりま

した。主な要因として、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加554,336千円によるも

のであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 今期につきましては、中長期的な企業価値向上のための投資フェーズを見込んでおります。 

 具体的には、ソーシャルゲームの国内外向け新規タイトルの開発だけでなく、ゲーム周辺事業への垂直・水平展

開や、VR（仮想現実）、AR（拡張現実）など新しい技術への投資・取組みを実施することにより、エンターテイン

メント事業として更なる成長を目指します。 

 また、新規事業としましては、新たに開始したライブエクスペリエンス事業をはじめ、第三次産業（医療、教

育、人材領域、地方創生など、以下「リアルライフ領域」という。）において、ゲーム事業の強みである「人の心

を動かす仕組み」を活用し、コンテンツとプラットフォームの両方の観点で新規サービスを展開するための投資を

積極的に行ってまいります。

 なお、かかる事業環境の変化及び投資の進捗状況により、売上・損益の変動がより大きくなることが想定される

ため、レンジによる連結業績予想を採用しております。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、株式会社そとあそびについて連結財務諸表に関する会計基

準等における支配力基準により子会社に該当することとなりましたので、当第１四半期連結会計期間より、同社を

連結の範囲に含めております。なお、みなし取得日を平成28年６月30日にしているため、貸借対照表のみを連結し

ております。また、株式会社そとあそびの決算日は２月末日であり、四半期連結財務諸表の作成にあたっては、四

半期連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務諸表を使用しております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 当第１四半期連結累計期間において建物附属設備及び構築物の新たな取得はありませんでしたので、当第１四半

期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,453,013 6,350,779 

売掛金 1,601,526 1,242,430 

その他 431,297 345,073 

流動資産合計 8,485,837 7,938,282 

固定資産    

有形固定資産 109,245 113,045 

無形固定資産    

ソフトウエア 55,991 140,355 

のれん － 213,281 

無形固定資産合計 55,991 353,636 

投資その他の資産 485,269 722,463 

固定資産合計 650,507 1,189,145 

資産合計 9,136,344 9,127,428 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 190,230 167,726 

1年内返済予定の長期借入金 164,688 151,878 

未払法人税等 543,028 227,796 

その他 527,496 319,892 

流動負債合計 1,425,444 867,293 

固定負債    

長期借入金 408,699 377,202 

固定負債合計 408,699 377,202 

負債合計 1,834,143 1,244,495 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,706,558 2,706,558 

資本剰余金 2,705,558 2,705,558 

利益剰余金 1,890,573 2,444,910 

株主資本合計 7,302,691 7,857,028 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △5,289 △14,973 

その他の包括利益累計額合計 △5,289 △14,973 

新株予約権 4,799 4,799 

非支配株主持分 － 36,079 

純資産合計 7,302,201 7,882,932 

負債純資産合計 9,136,344 9,127,428 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 1,263,509 1,824,557 

売上原価 421,050 594,952 

売上総利益 842,458 1,229,605 

販売費及び一般管理費 277,176 485,024 

営業利益 565,282 744,581 

営業外収益    

受取利息 38 29 

助成金収入 － 400 

その他 66 909 

営業外収益合計 104 1,339 

営業外費用    

支払利息 407 805 

為替差損 2,658 25,604 

持分法による投資損失 30,647 － 

その他 － 1,541 

営業外費用合計 33,713 27,952 

経常利益 531,673 717,968 

税金等調整前四半期純利益 531,673 717,968 

法人税等 205,543 163,631 

四半期純利益 326,129 554,336 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 326,129 554,336 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 326,129 554,336 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 3,610 △9,684 

その他の包括利益合計 3,610 △9,684 

四半期包括利益 329,740 544,652 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 329,740 544,652 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

 当社グループは、全セグメントに占める「ソーシャルゲーム事業」の割合が高く、開示情報としての重要性が乏

しいことから、セグメント情報の記載を省略しております。 
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